


























































































































































































































































































1 運動すること自体楽しいから 39 100.0 
6 運動中はそれだけに没頭できるから 27 69.2 
11 運動は自分を満足させる活動だから 30 76.9 



















から 1 2.6 
9 運動しないと墜落していくような気がするから 4 10.3 
14 運動を続けられなかったらなら駄目な人間だと思うから 6 15.4 



















5 なぜ運動してるかわからない 2 5.1 
10 運動する理由がわからない 2 5.1 







































平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
グループ間 73066.835 4 18266.709 236.908 .000


















     
表３　分散分析後の等質サブグループの分析
等質サブグループ

























平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
グループ間 1514.212 3 504.737 6.571 .000















































































Lezwijin, J. et al. （2011） Healthy aging in 
a salutogenic way: building the HP 2.0 
framework. Health and Social Care in the 
Community. 19（1）, 43-51. 
Naaldenberg et al. （2011） Psychometric properties 
of the OLQ-13 scale to measure Sense of 
Coherence in a community dwelling older 
populat ion. Health and Quali ty of Life 
Outcomes, 9–37
Rennemark, M., & Hagberg, B. （1999）. What 
makes old people perceive symptoms of illness? 
The impact of psychological and social factors. 
Aging and Mental Health, 3（1）, 79–87.
Sherman, H. et al. （2012） The 75-year-old persons’ 
self-reported health conditions: a knowledge 
base in the field of preventive home visits. 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































田西湖文庫所蔵の新陰流と一刀流の剣術伝書計二十二点を調査し、許可を得て写真撮影をした。新陰流関係では柳生宗冬の 『新陰流 巻書』（一六六九年成立） 、 その弟子の出淵七兵衛尉盛房の『新陰流兵法目録』（一六八七年成立） 、佐野嘉内『新陰流刀法』 （柳生新秘抄） （一七三八年筆写） 、一刀流関係では『一刀流兵法大目録』 （一六八二年「重明」筆写） 、 『一刀流剣術目録』 （ 七三〇年林 太夫発給）など貴重な文献があった。今後 これらを解読してそ 内容をいずれ本 会でも検討することにしたい。
今年度の研究報告書としては、柳生宗厳の諸文献を分析して新陰流



















れぞれ称している。そうした中で、柳生宗厳（一五二九～一六〇六）は新陰流を が、独自の工夫を加えており、実質的には柳生新陰流と通称されている。第二世代 な 、このように多様な展開を見せたが、新陰流として後々まで大きな影響 もたらしたのが、柳生宗厳に始まる新陰流であった。
新陰流というと、ともすれば上泉の『影目録』 （一五六四）や、宗
厳の息子で将軍家兵法師範となった柳生宗矩（一五七一～一六四六）の『兵法家伝書』 （一六三二成立）ばかりが論じられ、宗厳の伝書が十分に研究されてこなかっ 。宗厳は上泉の思想を受け継ぎ がら、かなり異なった形で展開したのであり、宗矩 『兵法家伝書』は、新陰流の術技に関しては宗厳の目録に忠実に則っており、その思想に関しても宗厳が遺した伝書の条目を宗矩流に解釈・解説 ものと言えるものである。新陰流 確立過程を明確 するためには、宗厳による新陰流の整備の過程を詳しく考えてみる必要があ 。
１．先行研究の検討
先行研究としては、 まず柳生厳長著 『正伝新陰流』 （講談社・一九五七）
が挙げられる。これは、尾張柳生家伝来の上泉の『影目録』と宗厳自筆相伝書を初めて翻刻・解説し、研究の端緒を開いた。宗厳については、上泉との出会いの場面は詳しいが、そ 後は新陰流を大成したと言うものの、そ 叙述は十頁に満たず簡単である。
今村嘉雄著『史料柳生新陰流』 （上・下巻・増訂版一九九五・新人


















分析が見られるが、十一頁の論なので、展開や技について立ち入って論じてはいない。 また加藤純一著 『柳生新陰流の研究』 （文理・二〇〇三）は、第四章「柳生新陰流の型」で宗厳の伝書の「型」 名称の変化を論じているが、技の内容にはふれていない。２．本稿の課題
宗厳の生涯を考えると、新陰流の流祖・上泉伊勢守に出会ったのは
永禄六年（一五六三）であるが、当時は武将として度々合戦に参陣しており、新陰流の整備にかけ 時間 なかったと思われる。宗厳自らが初めて新陰流伝書を出す 天正八年（一五八〇）前後である。天下統一後、隠田があったとして領地は没収されたが、文禄三年（一五九四）徳川家康が に入門を受け から、一族 運が開かれる。家康が関ヶ原合戦で覇権を握 後、柳生の旧領を復し 宗厳は慶長六年（一六〇一）以降十年に没するまで伝書の仕上げに心血を注いだ。上泉に出会ってからの年月は、五〇年近くに及ぶ。戦国から近世社会の開始までの激動の時代であり、上泉から受け継 だ内容だけではない、宗厳独自 工夫がさまざまに凝らされている。上泉は足利将軍家から「兵法天下一」 称を得ており、新陰流は畿内にも広まってはいたが、まだ社会に定着したわけではなかった。徳川家康が新陰流に入門し、代々の将軍家が新陰流を学ぶことになるのは、まさに宗厳の功績によるものであった
宗厳は新陰流を受け継いだが、流派の勢法を上泉にはなかった形で
体系化している。口伝書にしても 上泉の教えを踏まえながら 徐々に彼独自の形で整備して る。上泉の他 弟子が基本的に術の遣い方にほぼ限定されているのに対 て、宗厳は上泉の思想を受け継ぎ、武
士としての心の持ち方に深めたと言ってよい。
宗厳が体系化した思想は、そのまま新陰流の伝統として、今日まで









主の家に生まれた。柳生の地は、奈良の東北十五 六キロ 山間 小盆地にあり、奈良、笠置、伊賀に通じる街道があって 戦略的に時に重要にはなるが 山間である分、孤立した形でも存在 得る地でもあった。戦国時代の大和の国には全域を支配する強大な戦国大名は らず、筒井、三好、松永氏などが対立・抗争を繰り広げ いたので 誰に付くかは大きな問題であったが、この地に閑居することも可能であった。
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と松永久秀が連携して将軍義輝を襲って弑する事件が起こり、翌九年には松永久秀と三好義継が決裂、以後四年にわたり、筒井も加わって大和で 合戦が繰り返されることになる。そし 永禄十一年（一五六九）九月 足利義昭を奉じて織田信長が上洛した。十月には大和に進軍に際して宗厳に嚮導するよう依頼する信長からの文書を受け取っている。松永は信長の下に降って大和一国 安堵された。
上泉は元亀二年（一五七一）七月に関東へ帰るが、その際宗厳に会
って、 「自分も若ければ、この「無刀」の工夫に専念するのだが」と語った（ 『討太刀目録』奥書） も言われ が、これは宗厳の「無刀」の工夫が流祖にも認められていたよう 、後から付託された話だと考えられる。この時点で 「無刀」 がどこまで完成し いたかは不明であ
元亀二年（一五七一）五月には、松永は、将軍義昭と本願寺 顕如、
武田信玄らと連携して信長に反した 八月の大和辰市の合戦で筒井順慶を襲ったが大敗を喫 が この時、松永方で戦った宗厳の嫡男・厳勝は再起不能の重傷 負い、以後柳生の地に籠って不遇を託つこになる。
天正元年（一五七三）正月に松永は信長に降ったが 二月に義昭は







永氏らの配下に属して合戦に出ざるを得なかった 家臣は何人も死に、嫡男も不具となった。三好と松永が手を結び、将軍・義輝を二条城に弑した時、どのような感懐 持ったか、しかも織田信長が畿内に進出するや、三好 松永も筒井もその配下とならなけ ば 生き残 ない。かつて感状を授けられた三好義継も、松永久秀も、久通も結局は信長により殺された。さらに信長が奉じた将軍義昭は、信長に敵対することで追い出され、室町幕府は滅亡した。その間の事情を、伝統を担う武門の家の長として どのよう 見てい か 時代 過酷さ 悲哀の相は、上州の土豪で信玄に蹂躙される前に上洛した上泉よりも宗厳方が深かったと思われる。
宗厳は、まさに旧族の武将としての矜持と、それ故にこそ、新興の





の思想が出来上がって来たので ろう。鉄砲の威力、集団戦で刀 実戦的な意味などほとんど失われた時代であることを自覚しつつ、それ故に実戦性では い、英雄の学ぶべき高尚なもの し 位置づけようとした上泉の思いを継 で、新陰流を整備しよう たのではないか。宗厳は興福寺の周辺にいて、仏教の印可状や芸道の伝書なども知っいたゆえ、目録・伝書をまとめようとしたと思われる。
けれども目録を授与した三好左衛門尉も、信長の支配がさらに強ま
ると大和を去った。まだ新陰流が定着できる世ではなかった。（５）天下統一期の苦境と徳川家康の入門誓紙天正十年（一五八二）六月に本能寺の変が起り、信長が倒され、代




























大きな転機となった。合戦直前に、家康の宗厳宛 の書状を宗矩が持ち帰り、周辺の旧族の土豪・牢人を東軍側 つける働きを た。関ヶ原合戦の勝利によって徳川の覇権が確立したが、十月に宗矩に柳生の旧領が与えられた。宗矩は翌六年九月に千石加増されて、秀忠からも入門誓紙を受けること な た
こうして柳生一族の将来がようやく開ける見通しになった慶長六年
二月、竹田七郎宛に新陰流兵法目録を出している。これ以後、亡くな
る同十一年二月まで、 『截相口伝書』 、 『没茲味手段口伝書』など新陰流の目録を作って、竹田と孫の兵庫助などに授与している。
竹田七郎は、金春禅竹から八代を経た金春太夫家の者であり、世阿


















時代から今日に至るまで 剣 位置づけをした上で 予は諸流の奥源を究めて、陰流 おいて別に奇妙を抽出して、新陰流を称す」 、 「諸流を廃せずし 諸 を認めず、ま とに魚を得 筌
せん
（魚を取る籠）





実戦的なものではなく、日々深め鍛練すべき英傑の学ぶ高尚な として位置づけることであった。 「兵法之落索」が述べてい のは 「此流第一は仕相を為すべからず」 、 「今日之我は昨日之我 勝ち、上手奇妙は、鍛錬工夫之上に在り」 、 「古人師伝に、其人の一世 意地 覚悟・分別を存する所の仁を見 」 相伝すべきであり、 「 、 英傑 非ざれば截相之極意口伝を許可すべからず」ということであ 。
上泉の他の弟子が基本的に術技に定位していたのとは相違して、宗









































































この五箇条は、後に多少表現が替る ころが るが、 「五箇の大事」
（ 『新陰流兵法目録』 ） 、 「五ヶの習」 （ 『兵法家伝書』 ）などと言われて、新陰流の最も根本となる心得である。
②






























「序」 は、 全て技の名称が記載されている。 「右旋」 「左転」 「小詰」 「村雲」は、 「三学」や「九箇」の勢法の名であるので、 「序」はこれらを変化・応用させて稽古する「砕き」であることを示している。 「臥切」
「すり巻入」 「くゝり切」なども、技のやり方を表現したものである。
「披」は、以降の目録で 全て「破」であり、この書き方が正しい。その内容の「とうぼう」は 刀棒 で、片手で刀の嶺を受けて、太刀を両手で捧げるように持つ構え方であり、 折甲 は、太刀を頭の上で捩るようにする構え方である。 切合太刀」は、敵との関係で変わる構え方である。その下に小文字で遣い方が三つ、二つ、四つ書かれてい のは、それぞれの構えからの遣い方を示したものであろう。「急」は、この表現だけでは理解しがたいが、長岡房成「截合二十七ヶ条注」
（注７）
によれば、 「陰陽」は八相の順・逆を、 「向上上構」は







中段三、下段三」 、 「破」は「折甲二、打合四、刀捧三」 、 「急」は「上・中・下かまへ何も一」 、 「調子三つ」となるが、 慶長六年の目録では「急」も「上段三、中段三、下段三」と書かれる に 。
この書き方の変化の過程を見ても、 「切合二十七ヶ条」が宗厳の工
























































」 で、 敵の動きの芯に太刀を打ち込むことを言い、 「向






之を洩らさず。仍て件の如し」と書いている。あくまで流派の秘伝極意だとする姿勢が明瞭である。上泉が高尚な刀法の意義を明らかにしようとしたのとは異なって、宗厳は流派に極意の秘伝を付け加えるとで、 奥深さ 感じ せようとしたと言えよう。２．の印可状には 「極意無刀心持」を言うが、自ら 工夫を暗示している。
２．と４．の印可状には、 「重々誓詞を て御指南成らるべく候」
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上泉の『影目録』には、 「燕飛」 、 「三学」 、 「七太刀」 、 「九箇」があ
った。疋田の目録に「天狗書」があるが、これと「天狗抄」の関係はよく分からない。また丸目蔵人佐宛の上泉の発給目録に「殺人刀、活人刀」を極意として暗示しているが、そ 内容は不明である。上泉の目録は、授与者によっ 変わるところ あったようである。
宗厳の目録では、上泉が重視していた「燕飛」と「七太刀」は載せ
ていない。 「燕飛」は陰流の太刀で、 七太刀 は新当流の太刀 関係するようであるので 宗厳 それらを新陰流の 録には載せなかったのである。ただ「燕飛 は、 「三学」の基の太刀で重要であるの 、新陰流 袋撓ではなく長い木刀によって続け遣いで稽古する形で伝えたようで、今日ま 伝えられている。 「七太刀 は、一切伝えなかたようで、以後の柳生系統に遣い方を示すものは見られない。
宗厳の目録では、新陰流の「三学」五本から始まり、 「九箇」九本










た総称はないが、後に「極意六箇条」と言われるものである。この技の内容については、 『月の抄』は「添截乱截 構をするも に 無二剣にて勝ち、それを活人剣 て勝ち、向上にて活人剣に勝ち、極意にて向上 勝ち、神妙剣にて極意を勝つ。これに極る也。うへ き事をいはんため 、神妙剣と名つくるなり」と解説してい 。つまり打太刀は、直前に仕太刀が勝っ 構えを取って攻めてくるのを、仕太刀はより高度な技で勝つよう 仕組まれ 最 は神妙剣に極 である。極意六箇条は、勢法をまとめる形とし うまく出来 いるが、これは
明らかに宗厳の工夫である。ここまでが「表の勢法」である。
最後の「二十七ヶ条截相」は、天正八年の伝書にあった「切合二十
七ケ条」に基づくもので、 「序」は「上段三、中段三、下段三」となって整然として内容が分からないが、元は表の勢法名で書いていたものである。 『月の抄』は「上段三つの仕様 、斬釘截鉄、大詰 無二剣これ三つ也 中段三つの仕様は、右旋、左転、臥切これ三つ也。下段三つのつかいやうは、小詰、半開半向 獅子奮迅の心懸これ三つ也」と解説する。天正八年伝書では「右旋、左転 臥切」と中段から始まっていたのを、整理し直し、 「すり巻入」などを表の勢法名で 現したのであろう。先に表の勢法を明確にしたので その中 を実際的に稽古する砕きを設定した形である。宗厳は、表太刀 洗練した形で示したので、それを実戦的に吟味するために、 「二十七ヶ条截相」として別に示したのであろう。 天正八年の 、 「切合二十七ヶ条」だけ出ていたが、表の勢法と合わせると、 「砕き」 あることが明確に位置づくのである。
宗厳の勢法目録は、これ以後、ごくわずかの変動があるが、基本的






































録に続けて極意も書いたものと、絵目録のものがある。後者の絵目録は、後 説明書きを書き込まれ、この写真が載せられることが多いので有名である。ただし、説明書き 宗厳が発給してからほぼ百年後に、竹田七郎の末裔の要請によって宗矩の弟子であった松平伊勢守信定が書き入れたも であり、元来の目録は勢法 と絵のみであ 。
この時点で目録は、慶長元年の目録とほぼ同じだが、 「極意六箇条」
の後に「八箇必勝」が付け加わっ いる点と 「三学」 、 「九箇」にも「砕きがあり」との文言が加えられた点、 さらに「截相二十七ヶ条」の「急が「上段三、中段三、下段三」に書き換えられた が異なる
（注
10）。














極意であることを示そうとしたのだと思われる。 た 神妙剣」 にも 「心地諸種ヲ含ム、普ク雨スレバ悉ク皆萌ス、華性ヲ頓悟スレバ、菩提自ラ成ル」の偈が書かれている。こ は世阿弥 『風姿花伝』にも載せられた偈である。この伝書を受けていた竹田の影響かは分からないがこれ 二つに偈を付随させることで これらが極意 示す重要なものであることを示そうとしたと考えられる。
また「心下作りの事」 「兵法病気を去る事」等、精神的な注意が付












































































































「活人剣」は、宗矩が「漸く知命之年（五十歳）を過ぎて、此道之滋味を得たり」として書いた「習之外の別伝」 （奥書）であり、宗矩の独自の思想を表わしたものである。 宗矩は、 「乱世」 の 「殺人刀」 は 「治世」では「活人剣」にならなければならない
（注
15）として、六年前の「外の















ものを正確に伝えていたことが、息子・利方の『討太刀目録』が伝えている。ただ勢法のやり方は江戸の柳生家と同じものをそのまま伝えることを憚ってか、 「三学」と「九箇」の勢法には、上段か 打込む形の「取り上げ遣い」を加え、伝来の「下から遣い」と二つを伝えるようにな 。 「取り上げ遣い」は連也の工夫と伝えるが、おそらく兵庫助からすでに始まっていたと考えられる。尾張柳生 は、江戸後期に長岡房成が古伝書を解釈に基づいた「古伝」 別に「外伝」として「試合勢法」を工夫して中興し 言われ、今日にまでその技がそのまま伝承されていると言われている。実質的には代々で太刀い方には多少の違いが見られ が、戦後は宗厳の伝書類も公開して、その伝承 忠実であることを示そうとしているのである。
おわりに柳生宗厳こそ、上泉伊勢守に始まった新陰流を整備して確立し、近






































13）柳生延春 柳生 道眼』 （島津書房・一九九六）口絵に写真
と翻刻掲載。
（注
14）宗矩は、元和八年『玉成集』 、 「新陰流兵法円太刀目録外物」 、同
九年 「兵法截相心持の事」 、 寛永三年 （一六二六） 「新陰流兵法心持」「外の物の事」 を経て、 寛永九年九月 『兵法家伝書』 三巻を呈上した。寛永三年段階では、合戦で具体的な心得も書いていたが、 『兵法家伝書』には一切載せず、代りに心法論を大きく展開する。
（注
15）宗矩は、上泉が極意の勢法に付けた「殺人刀」 「活人剣」の語を
使って、 「人をころす刀、却而人をいかす剣也 「乱れたる世を治める為に 殺人刀 用ゐて、已に治まる時は、殺人刀即ち活人剣ならずや」と説く。治まりたる世には 実戦的な術ではなく、武士の人格形成に資するものであらねばならぬとする考えが強かったのである。
（注
16） 『月の抄』は、 「老父云」 「父云」として宗矩の教えを書き、 また 亡
父ノ目録ニハ」 「亡父ノ録ニ」として宗厳の記述を引用してい 。「私云」として示す自身の見解はわずか一箇所しかなく、ほぼ祖述に終始している。
（注
17） 『始終不捨書』は、 序で「治国平天下」の剣たることを宣言した後、「十禁習の事」 「十好習の事」 「十問十答」 「八箇之位独稽古之次第」を書き、心得を目録形式に並べ、 「風・水・心・意・空」として最後 締めている。 「昔の教ノ如ク…悪シ」 と相伝の教えを批判し、「今ハ…」と少し変えた教えを説いているが、それは「堅
かた
マリツ
























































されていることが多 （例、柳生石舟斎発給 天正七年（一五七九）丹下総七郎宛印可状） 。「＋は、十字勝ちのこと、
はいずれの場に推移しても、勝ち口












偈の「転」の字は、文字通り転変することを意味する。 の偈の意味を刀法 所作に移し変えて 流祖の上泉は「懸待表裡は一隅を守らず敵に随って転変し、一重に手段を施す……」 （上泉発給『影目録』 「燕飛」永禄九年〔一五六六〕 ）と語っている。
前述した〝転〟の代表例である小転、大転、是極、あるいは合ッシ








を述べた一文が最も興味深い。また、後者においては、新陰流の真意は「 （英傑 剣を以ってすれば）世の中の乱は治まる。 （私が工夫した新陰流の理念は）世に出て虚しく終るものではなく、必ず治国平天下に繋がるも である （ 「 三尺剣撥 （オサム） 乱
　
扶桑六十州豈虚発 （オ
コル）乎」 ） 」とす 自負 流儀の姿勢を説くものである。
我々は現行の「燕飛」の伝承を踏まえながら、 『新陰流討太刀目録』














であるらしい事は理解できる。転変す 中に〝目付〟 切り止めることの大事は、 「三学」の中に見ることができる。『新陰流兵法目録事』の勢法の説明の中から、一本目の〝一刀両段〟の叙述を見ると、「打太刀、中の晴眼に構かかり候時、太刀を右の車（脇構えのこと）のやうにさげ、左の足を出し、左の膝に少しかかり 身をひとえになし、太刀をばいかにもゆる〳〵と前の方へよせ、目付（相手の両拳こと）を見て、腰をすゆるやうにかかる時、打太刀より左の肩先 切る時、目付 切留 我がこぶしを膝口へさげ、いかにも左のひぢをのばして切つむる……」云々。右の如く、打太刀から左肩先に切りかける時、仕太刀は前足（左足）
を強く踏み込みながら 脇構えの太刀を右 肩越しに振上げ そ まま左膝口の位まで切り下げる。右肩 振り上げる時 、左肩が身の捩
ネジ
りにつれて打太刀の太刀先を自然と避けることになる。また、左足を踏み込む時に、後の右足は前に連れ、上半身の捩り 従って少し相手の左にづれる。これより、敵の太刀 見越し、敵 太刀 随 身を少しであるが転変することになる。「三学」二本目〝斬釘截鉄〟では、双方上段にてかかり、仕太刀が右足前にして懸り押し込むようにする時、 「打太刀うら（右利きの場合、太刀の右側をうらと云う） より、 右 肩を切り候 」 左の足を踏み込み左肩前の一重身 なって、目付（両拳）を打つ……云々。この〝斬釘截鉄〟の遣い方は、打太刀が本気で打ち込んでくると、
仕太刀の太刀を目付（打太刀 拳）へ割り込むよう 打つ はなかなか厳しい。しかし、この勢法に於いても、左の足を踏み込む時、その時の体の捩りにより、仕太刀の右肩は打太刀の太刀筋から外れる。
詳しくは、 「三学」の考察（本年報第十号所収）に示したように、































全ての勢法 あてはまることである。丸木橋の譬えを引いて、中墨を直に打つことの大事が、転変しながらも中墨に打ち込むことの大事と軌を一 し いることから 「転」 字を「マロバシ」と訓み慣わしてきたのであろうか。
転変することと、中墨を打つことは、 「燕飛」でも「三学」でも不
可分なことであるが、中墨を打つことの究極性を強調するため、敢えて所作をいささか誇張拡大した形での勢法とし 、現行の柳生新陰流は伝えている。『月の抄』には「神妙剣」についての記事がある。十兵衛三厳が「亡父」 （石舟斎）の言とし 記したものである 簡述すると、中墨 大事を説くものであるが、全ての所作・太刀筋は意識以外の心の深層から生じるものであると説いて る。 「極意六箇条」の〝高上〟 、 〝極意〟 、


























が「此ノ手モ」と始まってい 点である。以上の極めて簡単な文章から、片言隻句を抜き、拡大解釈す つもりはないが これら二段の記
述から、一種の根本原理的な刀法及び所作が存在していたらしいことが窺える。その根本原理的な刀法を、 ここでは「伝えるところの大事」と表現されているようだ。さらにその を以って、敵に切り懸る際に、 「少しも動顚することなく」という一文があるのも興味深い。
この「動顚することなく」は「敵の構えや動きに惑わされず」とい





























































































































































































































































































２．名 　 称 第26回　国際武道文化セミナー
３．主 　 催 （公財）日本武道館
４．後 　 援 文部科学省、日本武道協議会
５．協 　 力 （学）国際武道大学、日本武道学会
６．期 　 間 平成26年３月７日（金）～９日（日）































































































































柔　　  道 田辺　陽子（女子六段）
日本大学 准教授、日本オリンピック委員会アスリート委員、日本
アンチドーピング機構理事、アスリート委員
〃 石井　兼輔（七段）国際武道大学 教授　武道学科 学科長、千葉県柔道連盟 常任理事






弓　　  道 澤田　欣一（範士八段）
全日本弓道連盟中央講師・中央審査委員、愛知県弓道連盟 副会長、
豊田市弓道連盟 会長
相　　　 　 撲 伊東　　良（四段） 日本体育大学　相撲研究室助教 ・ 相撲部コーチ
空　 手　 道 前田　利明（教士七段）
全日本空手道連盟　理事、 全日本空手道連盟　和道会　副理事長、 ナ
ショナルチーム ・ 選手強化委員会元委員長




な ぎ な た 砂川　邦子（範士） 全日本なぎなた連盟　常務理事、 国際なぎなた連盟　理事、 福岡県なぎなた連盟　理事長
銃　 剣　 道 佐藤　　亨（範士八段） 全日本銃剣道連盟　競技力向上委員
専門委員
助　　手
柔 　 　 道 越野　忠則（六段） 国際武道大学　准教授、 関東学生柔道連盟　理事
〃 矢崎　利加（女子五段） 国際武道大学　准教授
剣 　 　 　 道 丸橋　利夫（教士八段） 国際武道大学　教授 ・ 剣道部男子監督
〃 岩切　公治（教士七段） 国際武道大学　教授 ・ 剣道部女子監督
弓　　　 　 道 坂本　武彦（教士八段） 埼玉県弓道連盟　副会長
相　　　 　 撲 西方　　　航（三段） 日本体育大学相撲部
〃 一ノ瀬康人（二段） 日本体育大学相撲部
空　 手　 道 金山　亨鍾（三段） 特定非営利活動法人日本空手松涛連盟国内部長 ・ 総本部指導員
合　 気　 道 森　　智洋（六段） 合気会　合気道本部道場指導部師範
少林寺拳法 石井　明仁（大拳士五段）連盟公認デモンストレーションチーム、本部２級指導員


















2 Rahel Kaegi Romeroラヘル　ケギ　ロメオ ス イ ス 空 手 道 ２ 段 Ｆ
3 Rex Romeroレックス・ロメロ フィリピン 合 気 道 ３ 段 Ｍ
4 Yves Chartonイヴ　シャルトン フ ラ ン ス 合 気 道 初 段 Ｍ






6 Ronald Finneロナルド　フィニー ア メ リ カ 弓 道 ５ 段 Ｍ
7 Alessandro Camilliアレサンドロ　カミリ イ タ リ ア 弓 道 錬士５段 Ｍ
8 Muchinムッチン インドネシア 少林寺拳法 ２ 級 Ｍ
9 Benjamin Boasベンジャミン　ボアズ ア メ リ カ 合 気 道 初 段 Ｍ
10 John Hojloジョン　ホイロ ア メ リ カ Kaju-Kembo ４ 段 Ｍ
11 Hughes Jeangerardユーグ　ジョンジェラー フ ラ ン ス なぎなた ４ 段 Ｍ





13 Jason Yang ア メ リ カ 合 気 道 初 段 Ｍ
14 Mohammed J Shihabモハメッド　Ｊ　シハブ シ リ ア 空 手 道 ６ 段 Ｍ
15 Bach Sylvieバッハ　シルウィー フ ラ ン ス 柔 道 ２ 段 Ｆ
16 David Bardos オーストラリア 合 気 道 ３ 段 Ｍ
17 David Mcfallデイビッド　マックフォール ア メ リ カ 柔 道 ４ 段 Ｍ





19 Jaime Morrishジェイミー　モリッシュ イ ギ リ ス 柔 道 初 段 Ｍ
20 Roland Thompsonローランド　トンプソン オーストラリア 合 気 道 ６ 段 Ｍ
21 Baptiste Tavernierバティスト　タヴェルニエ フ ラ ン ス 銃 剣 道 ₄ 段 Ｍ
22 Chris Koprowskiクリス　コプロスキ ア メ リ カ 合 気 道 ₅ 段 Ｍ
23 Samantha Mayサマンサ　メイ カ ナ ダ 空 手 道 ₃ 段 Ｆ










25 Wong Wan Chungオウ　イン　ソウ（王允聰） イ ギ リ ス 弓 道 初 段 Ｍ
26 Jotaro Tateyamaジョウタロウ　タテヤマ 日 本 少林寺拳法 大拳士5段 Ｍ
27 Anton Darmawanアントン　ダルマワン インドネシア 少林寺拳法 ₄ 段 Ｍ
28 Gun Gunawanグン　グナワン インドネシア 少林寺拳法 ₄ 段 Ｍ
29 Deden Agungデデン　アグン インドネシア 少林寺拳法 正拳士4段 Ｍ
30 Darren Cookダレン　クック イ ギ リ ス 合 気 道 ₂ 段 Ｍ





32 Francis Angelesフランシス　アンヘレス フィリピン 合 気 道 ₄ 段 Ｍ
33 Eldred（Skip） Taylorエルトレード（スキップ）テ－ラ ア メ リ カ 合 気 道 ₅ 段 Ｍ
34 Matthiasマティアス　ツェミット ド イ ツ 空 手 道 ₂ 段 Ｍ
35 Chris Cocksクリス　コックス カ ナ ダ 居 合 道 ₂ 段 Ｍ
36 Gavin Thomasギャビン　トーマス ニュージーランド 合 気 道 ₄ 段 Ｍ
37 Sinikka Kurosawaシニッカ　クロサワ フィンランド 剣 道 初 段 Ｆ
38 Markus Ulliusマルクス　ウリウス ス イ ス
柔 道
沖縄古武道 ₂ 段 Ｍ
39 Markus Brechtマーク　ブレクト ド イ ツ
Bujinkan　Budo
Taijutsu 有段者 Ｍ
40 Migdalski Oleksandrミグダリスキー　オレクサンドル ウクライナ 少林寺拳法 大拳士5段 Ｍ
41 Mygdalskyy Volodymyrミグダリスキー　ウラディーミル ウクライナ 少林寺拳法 大拳士5段 Ｍ
42 Blake Bennettブレイク　ベネット ニュージーランド 剣 道 ₅ 段 Ｍ
43 Landry Guesdonランドリー　ゲドン フ ラ ン ス 空 手 道 ₃ 段 Ｍ
44 Kanocksak Kanjanavasoontara カノックサック　カンジャナバスーンタ タ イ 柔 道 初 段 Ｍ


















48 Satoshi Minagawaサトシ　ミナガワ（聡　皆川） 日 本
Shin Kali 











49 Yoko Shirakawaヨウコ　シラカワ 日 本
Shin Kali 
jiujutsu ₃ 段 Ｆ
50 Yulin Zhuangユーソン　ショウ ア メ リ カ なぎなた ₂ 段 Ｍ
51 Minnaar Jacoミナール　ヤク 南アフリカ共和国 空 手 道 ₅ 段 Ｍ
52 Mick Corlissミック　コレス ア メ リ カ 神道夢想流杖道 ₄ 段 Ｍ
53 Syaiful Lmam インドネシア 少林寺拳法 ₂ 段 Ｍ
54 Rifki Andrian インドネシア 少林寺拳法 ₂ 段 Ｍ
55 Sarrah Safira インドネシア 少林寺拳法 初 段 Ｆ
56 Donatella Castelliドナテッラ　カステッリ イ タ リ ア 剣 道 ₆ 段 Ｆ
57 Brent Reganブレント　リーガン カ ナ ダ 空 手 道 ₅ 段 Ｍ
58 Dennis Angelo Ambat フィリピン 養神館合気道 初 段 Ｍ
59 Thiago Junqueiraチアゴ　ジュンケイラ ブ ラ ジ ル 剣 道 ₂ 段 Ｍ
60 Michael Ishimatsu-Primeマイケル　イシマツプライム イ ギ リ ス 剣 道 ₄ 段 Ｍ
61 Ian Florescaイアン　フロレスカ ア メ リ カ Jujitsu（Kali） ₅ 段 Ｍ





63 Axel Dr. Dilgrin ド イ ツ 剣 道 ₄ 段 Ｍ
64 Yen-chen Liuエンチェン　リュウ（晏辰劉） 台 湾 空 手 道 初 段 Ｍ
65 Chia Chen Heチャ　チン　ホオ（佳真何） 台 湾 空 手 道 初 段 Ｆ
66 Christopher Muirheadクリズトファー　ミュアヘッド カ ナ ダ 柔 道 初 段 Ｍ
67 Alexandra Kuznetsovaアレクサンドラ　クヅネツォワ ロ シ ア 剣 道 ₂ 段 Ｆ
68 Peter Katonaピーター　カトナ ハンガリー 剣 道 ₂ 段 Ｍ





70 Rodrigo Biagini Martinezロドリゴ　ビラジニ　マルティネス ブ ラ ジ ル 柔 道 初 段 Ｍ
71 Robert Daoustロベルト　ダウ カ ナ ダ 空 手 道 ₂ 段 Ｍ
72 Wai Kwong Lau偉光劉 中国（香港） 空 手 道 ₂ 段 Ｍ
73 Michal Coupekミハイル　クーペック チ ェ コ
無雙直傅










74 Sonoko Nakano-Beersソノコ　中野ビアーズ 日 本
無雙直傅
英信流居合術 錬 士 4 段 Ｆ





6 段 錬 士
Ｍ








77 Francisco Gonzales ア メ リ カ 柔 道 初 段 Ｍ
78 Timothy Marrableティモシー　マラブル イ ギ リ ス 剣 道 ₂ 段 Ｍ
79 Benjamin Woodベンジャミン　ウッド ア メ リ カ SHINKALI Ｍ
80 Randy Channellランディー　チャネル カ ナ ダ
剣 道
弓 道







81 Mikhail Chernovミハイル　チェルノフ ロ シ ア 剣 道 ₂ 段 Ｍ
82 Kazuko ichiharaカズコ　イチハラ（和子　市原） 日 本 なぎなた 教 士 Ｆ
83 sanae satouサナエ　サトウ（早苗　佐藤） 日 本 なぎなた 錬 士 Ｆ
84 Chloe Bellecクロエ　ベレック フ ラ ン ス なぎなた ₃ 段 Ｆ
85 Robert Rogersロバート　ロジャース ア メ リ カ Jujitsu（Kali） ₂ 段 Ｍ
86 Tae Wan Kimティ　ワン　キム（泰完金） 韓 国 弓 道 ₂ 段 Ｍ
87 ジウ　ヴィンセンテ　ロウレンソン ブ ラ ジ ル 剣 道 ₃ 段 Ｍ
88 Garyfalia Babiガリファリア　バビー ギ リ シ ャ 空 手 道 ₃ 段 Ｆ








90 Shigeru Kariyaシゲル　カリヤ（茂　仮屋） 日 本 柔 道 ₇ 段 Ｍ
91 Ayako Yamaguchiアヤコ　ヤマグチ（あや子　山口） 日 本
銃 剣 道
短 剣 道
錬 士 6 段
錬 士 5 段 Ｆ
92 Yayoi Nakanowatariヤヨイ　ナカノワタリ（弥生  中野渡） 日 本
銃 剣 道
短 剣 道
錬 士 6 段
錬 士 6 段 Ｆ
93 Aaron Vande Mergelアーロン　ヴェンゲル　メルゲル ベ ル ギ ー 剣 道 ₃ 段 Ｍ
94 Lien Vande de Perreリーン　ヴァン　デ　ペレ ベ ル ギ ー 剣 道 ₂ 級 Ｆ
95 Robert Fujii Dimechロバート フジイ ディメック イ ギ リ ス 弓 道 ₅ 段 Ｍ
96 Clause Stacyクローズ ステッツ ア メ リ カ 弓 道 ₅ 段 Ｍ
97 Paul Nicholsonポール ニクルソン オーストラリア 空 手 道 初 段 Ｍ









空 手 道 21
合 気 道 15
少林寺拳法 13
な ぎ な た 6
銃 剣 道 3
古 武 道 15
17
居 合 道 2
 全日本各道連盟推薦者数
団　体　名 人数
全 日 本 柔 道 連 盟 0
全 日 本 剣 道 連 盟 0
全 日 本 弓 道 連 盟 2
日 本 相 撲 連 盟 0
全日本空手道連盟 0
合      気      会 0




No 国・地域 人数 男 女
1 アメリカ 17 16 1
2 イギリス 7 6 1 
3 イタリア 2 1 1 
4 インドネシア 7 6 1 
5 ウクライナ 3 3 
6 エクアドル 1 1 
7 オーストラリア 4 4 
8 カナダ 6 5 1 
9 韓国 1 1 
10 ギリシャ 1 1 
11 スイス 2 1 1 
12 中国 1 1 
13 シリア 1 1 
14 タイ 2 2 
15 台湾 2 1 1 
16 チェコ 1 1 
17 チリ 1 1 
18 ドイツ 5 4 1 
19 ニュージーランド 2 2 
20 ハンガリー 1 1 
21 フィリピン 3 3 
22 フィンランド 1 1 
23 ブラジル 3 3 
24 フランス 7 5 2 
25 ベルギー 2 1 1 
26 南アフリカ 1 1 
27 ロシア 4 2 2 
28 ※日本 10 3 7 
合計 98 76 22 
第26回　国際武道文化セミナー参加状況


















































（Lode B.V.Excalibur sports Neherlands 社製）を用いて実施した。






































（Mean Power）、最大パワー（Peak Power）、最大パワー到達時間（Time to peak Power）は統計的に有
意な差はみられなかった。
表２． 無酸素性パワー
























































































大学テコンドー組み手選手と型選手の膝関節等速性筋力の H/Q 比の差の結果は表５の通りである。 
H/Q 比・左、H/Q 比・右は統計的に有意な差はみられなかった。
表５．H/Q 比
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